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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２７年５月２１日 

                       運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                    委   員  小須田   敏 

                    委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年９月７日 ０２時００分ごろ 

発生場所 東京都小笠原村南鳥島北岸 

南鳥島所在の航空無線塔から真方位０１６°１,２００ｍ付近 

（概位 北緯２４°１８.０６′ 東経１５３°５９.２８′） 

事故調査の経過 平成２６年９月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 光
こう

英
えい

丸、１９.０トン 

ＷＫ２－５０１６（漁船登録番号）、有限会社萬祥水産ほか個人１

人 

１４.９６ｍ（Lr）×３.８０ｍ×１.６０ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４７８.１０kＷ、昭和５８年１２月 

第２９４－１８４２５号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和６０年７月１５日 

免許証交付日 平成２２年６月４日 

        （平成２７年７月１４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 本船は、船長ほか４人が乗り組み、まぐろはえ縄漁を行う目的で、

平成２６年９月６日２３時００分ごろ、南鳥島の南南東方沖の漁場を

出発して同島北方沖１海里付近に向かって北北西進していた。 

本船は、船長が単独の船橋当直に当たり、対地速力約６.０ノット

で、自動操舵により北北西進中、７日０２時００分ごろ、南鳥島北側

の浅礁に乗り揚げた。 

船長は、乗り揚げた直後に主機を中立運転とし、船体が右舷側に大

傾斜した上、機関室への浸水を認めたことから、０２時２０分ごろ全

員で救命筏
いかだ

に移乗して脱出し、０４時３０分ごろ南鳥島北東岸に上

陸し、海上自衛隊南鳥島航空派遣隊に助けを求めた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 
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 気象・海象 

 

気象：天気 雨、風向 南南西、風力 ２、視程 約１００ｍ以下 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、波高 約１.５ｍ 

 その他の事項 本船は、ＧＰＳ２台、レーダー１台を装備していた。 

本船は、平成２６年８月１８日１２時００分和歌山県那智勝浦町勝

浦漁港を出港し、小笠原諸島周辺の漁場で３回操業したものの、不漁

であったことから南鳥島の南南東方沖の漁場に移動し、８月２８日か

ら９月６日まで７回操業していた。 

船長は、移動距離が短いときは単独で船橋当直に当たり、起動中の

レーダーの他船接近警報装置が降雨に反応して警報音を発するので、

同装置のスイッチを切っていた上、レーダー画面又はＧＰＳを見るな

どして船位の確認を行っていなかった。 

船長は、操舵室の椅子に腰を掛けた姿勢で見張りに当たっていたも

のの、視程が短く、南鳥島に接近していることに気付かなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、南鳥島の北東側沖を北北西進中、降雨で視界が制限された

状況下、船長が、降雨の影響でレーダー映像が良くなく、レーダーに

よる船位の確認が行えなかったことから、同島北側の浅礁に乗り揚げ

たものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が南鳥島の北東側沖を北北西進中、降雨で視

界が制限された状況下、船長が、降雨の影響でレーダー映像が良くな

く、レーダーによる船位の確認が行えなかったため、同島北側の浅礁

に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・視界が制限された状況下、陸岸近くを航行する場合は、陸岸から

十分に隔てて航行するとともに、レーダー等による船位の確認を

適切に行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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